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途
上
国
の
経
済
的
発
展
に

伴
い
、
環
境
汚
染
は
世
界
的

課
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

大
気
と
海
水
は
国
境
で
分
離

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
一
国
の
環
境
悪
化
は
世

界
の
汚
染
に
つ
な
が
り
ま

す
。
環
境
賞
は
１
９
７
４
年

の
創
設
以
来
、
第

回
を
迎

え
ま
す
。
近
年
の
授
賞
対
象

は
わ
が
国
ば
か
り
で
な
く
世

界
的
な
環
境
対
策
に
貢
献
す

る
成
果
が
増
え
て
き
た
こ
と

が
特
徴
で
す
。

　
本
年
度
の
応
募
総
数
は

件
で
環
境
保
全
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
地
球
環
境
、
大
気
・
水

に
関
す
る
も
の
が
比
較
的
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
専
門
委
員
が
１
次

評
価
を
行
い
、
審
査
委
員
が

ヒ
ア
リ
ン
グ
と
慎
重
審
議
を

つ
く
し
、
優
秀
賞
２
件
、
優

良
賞
３
件
を
選
び
、
そ
の
中

か
ら
環
境
大
臣
賞
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
異
な
る

観
点
の
選
定
基
準
か
ら
審
査

委
員
会
特
別
賞
１
件
を
選
び

ま
し
た
。

　
環
境
大
臣
賞
・
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
「
風
に
よ
る
土
壌

侵
食
の
抑
制
と
収
量
向
上
を

両
立
さ
せ
る
砂
漠
化
対
処
技

術
」
は
、
西
ア
フ
リ
カ
・
サ

ヘ
ル
地
域
の
農
耕
地
で
雨
期

に

―

の
間
隔
で
幅

５

の
休
閑
植
生
帯
を
作
っ

て
雑
草
を
繁
茂
さ
せ
る
も
の

で
す
。
季
節
風
に
よ
っ
て
運

ば
れ
る
肥
沃
な
土
壌
や
有
機

よ
く

ひ

物
を
こ
こ
で
捕
捉
し
て
侵
食

砂
漠
化
を
抑
制
し
、
作
物
生

育
と
収
量
を
増
加
さ
せ
て
い

ま
す
。
防
風
林
な
ど
に
比
べ

て
労
力
・
資
材
が
低
コ
ス
ト

で
住
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
や

す
く
、
普
及
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　
「
ア
ジ
ア
地
域

に
適
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
排
水
処
理

シ
ス
テ
ム
の
開
発

と
普
及
」
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
都
市

部
の
衛
生
環
境
を

改
善
す
る
排
水
処

理
技
術
を
開
発

し
、
住
民
参
加
型

の
モ
デ
ル
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
た
も

の
で
す
。
排
水
の

嫌
気
性
処
理
と
好

気
性
処
理
と
を
組

み
合
わ
せ
、
安
価

で
運
転
管
理
の
や

さ
し
い
立
体
格
子

状
接
触
体
回
転
円

板
を
好
気
性
処
理

に
活
用
し
、
成
果

を
上
げ
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

財
団
等
の
協
力
を

得
て
普
及
に
努
め
て
い
る
実

績
は
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。

　
「
地
圏
環
境
リ
ス
ク
評
価

シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
は
、
土

壌
・
地
下
水
汚
染
に
よ
る
健

康
リ
ス
ク
を
科
学
的
に
評
価

す
る
も
の
で
、
汚
染
地
域
の

野
外
調
査
や
地
球
化
学
分
析

を
中
心
に

年
以
上
に
わ
た

る
融
合
的
研
究
の
成
果
で

す
。
複
合
汚
染
物
質
分
布
を

３
次
元
的
に
解
析
す
る
総
合

的
汚
染
対
策
に
必
要
な
評
価

ツ
ー
ル
と
し
て
高
い
有
効
性

が
期
待
さ
れ
る
労
作
で
す
。

　
「
英
虞
湾
の
沿
岸
遊
休
地

を
干
潟
に
戻
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
利
用
さ
れ
て
い
な

い
干
拓
地
に
海
水
を
導
入
し

て
干
潟
を
再
生
し
、
海
の
環

境
を
改
善
さ
せ
る
試
み
で

す
。
行
政
、
住
民
、
観
光
業

者
、
漁
業
者
、
研
究
者
の
一

体
活
動
と
し
て
干
潟
再
生
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
大
都
市
に
お
け
る
人
工

地
盤
上
の
大
規
模
緑
地
創

出
は
、緑
の
乏
し
い
大
都
市

の
中
に
人
工
緑
地
を
作
り
、

動
植
物
の
育
成
と
市
民
参
加

を
併
存
さ
せ
、
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
を
抑
制
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
自
然

保
護
運
動
は
資
金
面
で
継
続

的
管
理
に
難
点
が
あ
り
ま
し

た
が
、
企
業
が
宣
伝
の
一
環

と
し
て
関
与
す
る
こ
と
で
継

続
維
持
が
可
能
に
な
り
、
企

業
活
動
と
市
民
運
動
が
融
合

し
た
好
例
と
い
え
ま
す
。

　
「
気
仙
沼
市
舞
根
地
区
に

ね

も
う

お
け
る
海
と
生
き
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
践
」
は
、
震
災
に

よ
る
津
波
被
害
と
地
盤
沈
下

を
機
に
浸
水
低
地
を
汽
水
域

と
し
て
保
全
す
る
こ
と
を
提

案
し
、
専
門
家
の
参
加
を
得

た
勉
強
会
を
通
じ
て
住
民
の

全
員
一
致
の
も
と
に
防
潮
堤

計
画
の
撤
廃
を
要
請
す
る
な

ど
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
い
実

践
活
動
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
の

強
い
信
念
と
行
動
力
が
あ
っ

て
初
め
て
実
現
し
た
市
民
運

動
の
成
果
で
す
。

　
今
回
の
特
色
は
、
公
的
機

関
や
大
学
ば
か
り
で
な
く
企

業
先
導
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
て

も
住
民
の
強
い
参
加
・
協
力

が
得
ら
れ
た
も
の
が
多
か
っ

た
こ
と
で
す
。
惜
し
く
も
受

賞
を
逸
し
た
提
案
の
中
に
は

実
績
を
積
み
重
ね
れ
ば
十
分

受
賞
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る

も
の
が
幾
つ
も
見
ら
れ
ま
し

た
。審
査
委
員
一
同
、心
強
く

感
じ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
て

審
査
概
評
と
い
た
し
ま
す
。

第４１回「環境賞」に６件時代のニーズにマッチ
　日立環境財団と日刊工業新聞社が共催する第 回「環
境賞」の入賞案件が決定した。応募総数 件の中から、
優秀賞２件、優良賞３件、審査委員会特別賞１件の計６
件が入賞。環境大臣賞・優秀賞は総合地球環境学研究所
・田中樹氏、首都大学東京・伊ヶ崎健大氏、京都大学大
学院地球環境学堂・真常仁志氏、国際農林水産業研究セ
ンター・飛田哲氏による「風による土壌侵食の抑制と収
量向上を両立させる砂漠化対処技術」が受賞した。今回
は途上国での環境対策に貢献する成果に高い評価が集ま
ったほか、環境リスク評価、干潟再生、緑地創出、さら
には東日本大震災からの復興に関する取り組みなど、時
代のニーズにマッチした受賞案件がそろった。

（１面参照）

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
・
田
中
樹
氏
、
首
都
大
学
東
京
・
伊
ヶ
崎
健
大
氏
、
京
都
大
学
大
学
院
地
球
環
境
学
堂
・
真
常
仁
志
氏
、
国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
・
飛
田
哲
氏

【
環
境
大
臣
賞
・
優
秀
賞
】

風による土壌侵食の抑制と収量向上を両立させる砂漠化対処技術

休閑植生帯を設け風食抑制

　
砂
漠
化
問
題
は
地
球
規
模

で
の
関
心
事
で
あ
り
、
日
本

を
含
む
「
国
連
砂
漠
化
対
処

条
約
」
の
批
准
国
に
は
、
問

題
解
決
の
た
め
の
実
効
あ
る

貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

砂
漠
化
問
題
の
深
刻
さ
は
、

人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
農

耕
や
牧
畜
、
薪
炭
採
集
な
ど

日
常
的
な
生
業
活
動
が
原
因

と
な
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。

解
決
の
た
め
に
は
、
資
源
・

生
態
環
境
の
劣
化
の
予
防
や

修
復
だ
け
で
は
な
く
、
人
々

の
暮
ら
し
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

経
費
や
資
機
材
、
時
間
、
労

力
を
か
け
ず
に
日
常
の
生
業

活
動
の
範
囲
内
で
容
易
に
実

践
で
き
る
技
術
や
取
り
組
み

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立

ち
、
砂
漠
化
プ
ロ
セ
ス
の
一

つ
で
あ
る
風
食

風
に
よ
る

土
壌
侵
食

の
抑
制
と
作
物

収
量
の
向
上
を
両
立
さ
せ
る

簡
便
な
技
術
を
開
発
し
、
砂

漠
化
の
最
前
線
の
一
つ
で
あ

る
西
ア
フ
リ
カ
・
サ
ヘ
ル
地

域

主
に
ニ
ジ
ェ
ー
ル

で

実
証
し
た
。

　
開
発
し
た
技
術
は
「
耕
地

内
休
閑
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

１
年
目
の
雨
期
に
農
耕
地
の

な
か
に

―

の
間
隔
を

置
い
て
幅
５

の
休
閑
植
生

帯
を
設
け
る
。
こ
の
休
閑
植

生
帯
は
、
種
ま
き
や
除
草
を

し
な
い
こ
と
で
自
然
に
雑
草

が
繁
茂
す
る
こ
と
に
よ
り
作

ら
れ
る
。
乾
期
に
は
、
こ
の

植
生
帯
が
東
か
ら
吹
く
季
節

風
を
い
な
し
、
運
ば
れ
る
肥ひ

沃
な
土
壌
や
有
機
物
を
捕
捉

よ
くす

る
。
現
地
で
の
実
証
試
験

で
は
、
１
本
の
休
閑
植
生
帯

に
よ
り
土
壌
で

％
、
粗
大

有
機
物
で

％
の
風
食
を
抑

制
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
翌
年
か
ら
休
閑
植
生
帯
の

位
置
を
風
上
に
ず
ら
す
こ
と

に
よ
り
、
農
耕
地
全
体
の
作

物
の
収
量
を
徐
々
に
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
農
耕

地
全
体
で
の
効
果
は
、
導
入

か
ら
年
を
追
っ
て
増
加
し
、

４
年
後
に
は

―

％
程
度

の
増
収
と
な
っ
た
。
こ
の
生

育
改
善
や
増
収
効
果
は
、
休

閑
植
生
帯
に
よ
り
土
壌
養
分

が
捕
捉
さ
れ
る
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
農
耕
地
の
表
層
に

吹
き
寄
せ
ら
れ
堆
積
し
た
厚

さ
数

の
砂
が
雨
水
の
土

壌
浸
透
を
助
け
、
土
壌
水
の

蒸
発
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
る
と

説
明
で
き
る
。

　
こ
の
技
術
の
弱
点
は
、
開

始
年
に
収
量
が

％
ほ
ど
減

る
こ
と
と
、
翌
年
に
な
ら
な

い
と
目
に
見
え
る
効
果
が
表

れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
は

い
え
、
欠
株

乾
燥
な
ど
に

よ
り
幼
作
物
が
枯
死
す
る
こ

と

が
減
る
こ
と
で
収
量
が

安
定
し
、
太
く
て
長
い
稈
は

穀
物
倉
の
材
料
と
な
り
、
茎

葉
は
飼
料
の
乏
し
い
季
節
に

家
畜
に
与
え
ら
れ
、
域
内
市

場
で
販
売
さ
れ
現
金
収
入
に

も
な
る
。

　
２
０
１
０
年
４
月
か
ら

年
３
月
ま
で
、
国
際
協
力
機

構

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

を
通
じ
て

ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
技
術
普
及
を

行
い
、
同
国
の
３
州

県

村
４
３
９
世
帯
が
耕
地
内
休

閑
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
。

同
国
の
治
安
悪
化
に
伴
い
、

現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
委
託
し
て
普

及
を
継
続
中
で
あ
る
。
一
連

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
得
ら

れ
た
派
生
技
術
と
と
も
に
、

周
辺
国
に
普
及
さ
せ
る
可
能

性
を
探
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
・
田
中
直
氏
【
優
秀
賞
】

立
体
格
子
状
接
触
体
回
転
円
板
を
設
置

安価で運転・保守が容易

アジア地域に適したコミュニティ排水処理システムの開発と普及
　
近
年
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お

い
て
経
済
発
展
と
都
市
化
が

著
し
い
が
、
適
正
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
伴
わ
な
い
た
め
、

深
刻
な
水
質
汚
濁
や
衛
生
環

境
悪
化
の
問
題
が
生
じ
て
い

る
。
主
た
る
汚
濁
負
荷
と
な

っ
て
い
る
生
活
排
水
の
処
理

が
不
可
欠
だ
が
、
大
規
模
集

中
型
の
下
水
道
は
多
大
な
投

資
が
必
要
で
あ
る
。

　
現
実
的
な
対
策
と
し
て
、

近
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
で

の
衛
生
改
善
策
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

多
く
は
Ｍ
Ｃ
Ｋ
と
呼
ば
れ
る

共
同
ト
イ
レ
・
水
浴
び
場
・

洗
濯
場
の
複
合
施
設
の
設
置

や
、
管
渠
で
排
水
を
集
め
て

嫌
気
性
の
集
合
処
理
を
行
う

も
の
だ
。
前
者
は
家
の
中
に

ト
イ
レ
が
な
い
不
便
さ
が
残

り
、
ま
た
大
半
の
生
活
雑
排

水
は
依
然
と
し
て
未
処
理
で

放
出
さ
れ
る
。
後
者
は
処
理

水
質
が
満
足
な
も
の
と
は
な

ら
ず
、
場
所
を
と
る
た
め
住

宅
密
集
地
で
は
設
置
で
き
な

い
場
合
も
多
い
。

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｘ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

現
地
の
デ
ィ
ア
ン
・
デ
サ
財

団
と
協
力
し
て
、
１
９
９
５

年
か
ら
ア
ジ
ア
地
域
に
適
し

た
排
水
処
理
技
術
の
開
発
と

普
及
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ま
ず
、
熱
帯
の
気
候
に
適

し
、
電
力
を
必
要
と
し
な
い

嫌
気
性
処
理
を
行
い
、
次
に

好
気
性
処
理
で
仕
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
少
な
い
消
費
電

力
で
良
好
な
処
理
水
質
が
得

ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。

　
さ
ら
に
好
気
性
処
理
で

は
、
運
転
が
容
易
で
電
力
消

費
も
少
な
い
回
転
円
板
式
排

水
処
理
に
着
目
。
既
存
の
回

転
円
板
は
高
価
で
か
さ
高
で

あ
る
た
め
、
新
た
に
立
体
格

子
状
接
触
体
回
転
円
板
を
考

案
し
、
こ
れ
を
セ
キ
ス
イ
エ

ン
バ
イ
ロ
メ
ン
ト

現
積
水

ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム

と
協
力

し
て
製
品
化
し
た
。

　
板
状
だ
っ
た
従
来
の
回
転

接
触
体
の
観
念
を
破
り
、
排

水
が
貫
流
で
き
る
格
子
状
の

板
を
ベ
ー
ス
と
し
、
格
子
の

各
結
節
点
に
、
立
体
的
に
突

起
を
加
え
た
。
前
後
の
接
触

体
を
組
み
合
わ
せ
る
と
金
属

結
晶
様
の
構
造
と
な
っ
て
大

き
な
表
面
積
が
得
ら
れ
、
突

起
が
水
表
面
を
た
た
く
た
め

酸
素
供
給
能
力
が
大
幅
に
高

ま
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
従

来
型
回
転
円
板
よ
り
約
４
倍

高
い
効
率

単
位
容
積
当
た

り
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
除
去
速
度
と
し

て

が
得
ら
れ
る
結
果
と
な

っ
た
。
１
０
０
％
現
地
生
産

す
る
体
制
も
整
え
た
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
日
本
の

排
水
処
理
設
備
と
比
べ
て

分
の
１
以
下
と
格
段
に
安

く
、
運
転
管
理
が
容
易
で
、

場
所
を
と
ら
ず
、
か
つ
処
理

水
質
の
高
い
設
備
を
実
現
し

た
。
電
気
代
は
１
世
帯
当
た

り
月

―

円
で
、
運
転
チ

ー
ム
へ
の
謝
礼
や
予
備
費
を

含
め
て
も
住
民
が
負
担
で
き

る
範
囲
だ
。
こ
れ
ま
で
に
、

各

―
１
２
０
世
帯
の
生
活

排
水
を
集
合
処
理
す
る
７
ユ

ニ
ッ
ト
の
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
て
継
続
的
に
運
転

し
て
お
り
、
今
後
は
そ
れ
ら

の
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
を
基
盤

に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
お

よ
び
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
広

範
な
普
及
を
図
る
計
画
で
あ

る
。

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 ５月２０日 火曜日 　　


